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城達也ナレーション

ミスターロンリー

遠い地平線が消えて深々とした夜の間に心を休める時、遥か雲海の上を音もなく流れ去る気流は、たゆみない宇宙

の営みを告げています。満天の星をいただ＜果てしない光の海を、ゆたかに流れ行く風に心を開けば、きらめく星

座の物語も間こえてくる、夜の静寂の何と饒舌のことでしょうか。光と影の境に消えて行った遥かな地平線も、瞼

に浮かんでまいります。

追憶のペンチ 〈椅子〉

エディンパラのプリンセス大通りには、木のペンチが並んでいて、背もたれに打ちつけたプレートに贈り主の名前

と、ここにベンチを醤く わけとが刻まれている。「妻メアリーとの楽しかった日々の記念に、ポプ。」かつて、この

同じ夏を生き、大通りの公園の窪地を緑に染まって歩いたメアリー夫人が、今、椅子の形に休んで同じ夏を迎えて

いる。 思い出のメアリーはもう年をとることもなく、娘時代の笑顔のまま生き続けることになった。何という発明

だろう。通りすがりの旅人も、その椅子でメアリーに会い、ボプが云う「楽しかった日々」のお裾分けに、あずか

ることが出来るというのだ。

夏のぬけがら 〈麦藁帽子〉

かつて、夏の日ざしが丈高い木々の葉先に揺れ、森の下草の上にまで降りそそいで、 青い実を気づけば秋の色に染

めあげていったのだ。幼い夢の頭上に載っていた麦藁帽子の丸い形の中で、一季節もまた成熟した。時に、木の下

道の木の実を拾う子供達も去って、別れに当たって思い出されることのなかった麦藁帽子は、今、森の奥の釘づけ

にされた別荘の部屋に、夏のぬけ殻のように醤かれ、秋風の音を聞いているだろう。その丸みの中に一杯の記憶を、

来年まで暖め続けることができるみたいに 。

妖精の森

ハイドバークで夏の旅がすれ違う。 イングランドの森を鉄柵で囲い、妖籾もろともに手なずけた緑は今もなお誘惑に

みちていて、人が問わず語りに身の上話をしたり、恋人が初めて握られた手をふりほどかずにいたりする。しかし時

間は、日時計のまわりをぐるりと回って跡形もない影にすぎないし、恋心はまた、占いのカードのようにすれ違うも

のだ。夏のハイドパークで、かけがえのない宝を抱いて鉄柵を越えていった人が、今はまた一人で街を紡復っている

いとすれば、あの深い芝の中に秘密を隠してきたのだろう。秋になれば、虫のすだく声に胸を しめつけられるような、

そんな出来事を残してきたのかもしれない。

r 夢幻飛行
夜間飛行のジェッ ト機の翼に点滅するランプは、遠ざかるにつれ次第に星のまたたきと区別がつかなくなります。お

おくり しておりますこの音楽が、美しくあなたの夢にとけ込んで行きますように・・ ・。
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